
※この掲載内容は、平成３０年1２月時点の内容です。

鳥獣による農作物被害対策及び生活被害対策業務

・市民からの鳥獣被害にかかる相談・現場対応業務

・有害鳥獣捕獲許認可業務

・熊本市有害鳥獣駆除隊等と連携した捕獲対策業務

・農作物被害軽減のための電気柵等の侵入防止柵の

推進・整備業務

・普及啓発・広報業務

被害対策を講じたことで被害がなくなり、「ありがとう」と言

われたときは、とてもやりがいを感じます。被害が発生した場

合は、ベストな対策を講じることができるよう積極的に現場に

出て鳥獣の動きを観察したり、研修会等にも参加し、日々自己

研鑽に努めています。

現場中心の業務なので、毎日が新鮮ですが、市内一円を業務範

囲としているので、移動が大変です。１日で、市内間を２００

ｋｍほど移動することもあります。

農業職は、農業者の方々から感謝されることも多く、とてもやりがいのある業務だと思います。

農業職の職員は少ないので、若い方々がどんどん入庁して、私たちと一緒に熊本市の農業を盛り

上げていきましょう！

V o l . 1 0 薬 剤 師

≪ある一日の業務スケジュール≫
8：30 始業

室員とのスケジュール確認
8：45 電話対応・事務処理

12：00 昼休憩
13：00 タヌキ・アナグマによるスイカ

被害現場確認（駆除隊同行）
15：00 緊急出動

（住宅地付近にイノシシ出没）
16：30 報告書作成
17：15 終業

祖父母が農業をしていましたが、とても零細な農家でした。その姿を見て育ったので、農業者の

方々の役に立つような仕事がしたいと思い、農業者に一番身近な市職員の農業職を志望しました。

現在は、私自身も週末を中心に農業（桃栽培）を行っています。

野田 大喜
H21年採用・技術職(農業)

【配属歴】
Ｈ21.4.1～ 経済振興局生産流通課
Ｈ24.4.1～ 西区役所農業振興課
Ｈ30.4.1～ 農水局農業支援課鳥獣対策室

現在の担当業務

仕事のやりがい等

熊本市職員を志望する方へのメッセージ

熊本市職員を志望した理由

現役職員の声
Kumamoto CityVol. 11 技術職(農業)


